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２ 技術的支援

(1)保健師勉強会 １１回

(2)玉城町健康しあわせ委員会 ３回

(3)志摩市職員研修 １回

３ 保健師、管理栄養士・栄養士の状況

平成24年4月1日現在

市 町 名 等 保健師数 管理栄養士・栄養士数

伊勢保健福祉事務所 9 3

伊 勢 市 30 2

鳥 羽 市 6 1

志 摩 市 20 2

玉 城 町 5 1

度 会 町 4 1

大 紀 町 6 2

南 伊 勢 町 6 1

総 計 86 13
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４ 地域保健関係者研修

○地域保健向上連絡会議（研修）

実施年月日 内 容 参加人数

平成23年

4月19日(火)

① テーマ「東日本大震災の派遣活動報告について」

話題提供者 伊勢保健福祉事務所

保健師・歯科医師等

② 座談会

29人

平成23年

5月24日(火)

① 講義「低出生体重児の医療の現状と課題」

講師 山田赤十字病院

小児科副部長 梨田裕志 氏

② 質疑応答・意見交換

19人

平成23年

6月27日(月)

① 母子保健担当者意見交換会

講師 健康福祉部こども家庭室 母子保健グループ

前山副参事兼副室長・山本主幹

16人

平成23年

11月14日(月)

① 相談記録について（講義及び演習）

講師 こころの健康センター

専門監兼課長 橋本晴美 氏

8人

平成23年

11月9日(水)
(9月予定が台風の

ため延期された)

代表保健師会

① 放射線の話

講師 伊勢保健福祉事務所

総務課 渡辺裕伸 主査

② 各市町における保健活動の現状と課題について(情報交換)

15人

平成23年

12月8日(木)

① 乳幼児訪問看護の現状と課題

講師 山田赤十字病院 訪問看護ステーション

看護師長 森田 周子 氏

13人

平成24年

2月20日(月)

①各市町における特定健診・保健指導の現状と課題について

助言者 三重県国民健康保険団体連合会

保健師 明石 悦子 氏 ・的屋 洋子 氏

12人

○ 所内保健福祉職員研修会の実施 ３回

○ 新規採用職員職場教育の実施 ５回
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５ 免許の申請、書換え交付状況

平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日（件）

免 許 種 別 新規申請 書き換え 再交付 計

医師 9 1 0 10

歯科医師 2 0 0 2

保健師 22 9 0 31

助産師 2 3 0 5

看護師 70 78 8 156

准看護師 29 17 10 56

歯科技工士 0 1 0 1

臨床検査技師 5 4 1 10

衛生検査技師 0 1 0 1

診療放射線技師 11 2 0 13

理学療法士 19 1 0 20

作業療法士 4 1 0 5

薬剤師 3 8 1 12

管理栄養士 12 4 0 16

栄養士 30 15 5 50

合 計 218 145 25 388
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（２）医療機関別開始廃止状況 平成23年4月2日～平成24年4月1日

区 分 開設許可件数 開設届件数 廃止届件数

病 院 1 1 1

診 療 所 6 8 5

歯 科 診 療 所 1 3 3

助 産 所 0 0 0

施 術 所 0 12 99

歯 科 技 工 所 0 2 1

総 数 8 26 109

注：施術所数の廃止には、実際には明らかに活動を行っていない施術所の現地確認、及び

開設者に確認を行い職権により廃止処理を実施したものを含むため大幅な増加となっ

ている。

（３）市町別病床種別病床数（病院・有床診療所） 平成24年4月1日現在

区分

市町名

全 病 床
一 般

病 床

療 養

病 床

精 神

病 床

感 染 症

病 床

伊 勢 市 1,578 1,278 296 0 4

鳥 羽 市 11 11 0 0 0

志 摩 市 508 338 70 100 0

玉 城 町 69 39 30 0 0

度 会 町 0 0 0 0 0

大 紀 町 19 19 0 0 0

南 伊 勢 町 91 48 43 0 0

総 数 2,276 1,733 439 100 4
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（４）病院別使用許可病床数 平成24年4月1日現在

区 分
病 院 名

全 病 床
一 般
病 床

療 養
病 床

精 神
病 床

感染症
病 床

医療法人全心会
伊 勢 慶 友 病 院

253 40 213 0 0

市立伊勢総合病 院 322 285 37 0 0

玉城町国民健康保険玉城病院 50 20 30 0 0

町 立 南 伊 勢 病 院 76 33 43 0 0

伊 勢 赤 十 字 病 院 655 651 0 0 4

田 中 病 院 93 93 0 0 0

豊 和 病 院 60 30 30 0 0

国民健康保険志摩市民病院 90 50 40 0 0

三重県立志摩病 院 350 250 0 100 0

総 数 1,949 1,452 393 100 4



- 22 -

（５）管内医療従事者数 平成22年12月31日現在

区 分

市町名

総

数

医

師

歯
科
医
師

薬

剤

師

保

健

師

助

産

師

看

護

師

准
看
護
師

歯
科
衛
生
士

歯
科
技
工
士

伊 勢 市 2,683 344 110 223 44 24 1,193 537 162 46

鳥 羽 市 155 22 10 15 6 0 28 57 12 5

志 摩 市 752 82 32 60 23 2 274 212 51 16

玉 城 町 179 15 7 27 6 0 57 51 6 10

度 会 町 46 4 3 3 4 0 10 13 8 1

大 紀 町 77 10 3 5 6 0 27 22 3 1

南 伊 勢 町 138 8 8 15 6 0 44 44 13 0

総 数 4,030 485 173 348 95 26 1,633 936 255 79

２ 立入検査

立入検査は、医療法第２５条第１項に基づき実施しています。

伊勢保健福祉事務所は、当該管内以外に松阪保健福祉事務所管内の病院並びに診療

所も対象医療機関です。また、立入検査実施数は、「医療法第25条第1項の規定に基づ

く立入検査実施要領」により病院は毎年、診療所は５年で一巡（実施率２０％以上）

することとなっています。

○立入検査の実施状況 平成23年4月1日～平成24年3月31日

対象医療機関数

伊勢 松阪 計(a)

立入検査

実施数(b)

実施率

(b)／(a)

病 院 9 14 23 23 100.0

医科 229 182 411 89 21.7

歯科 133 99 232 49 21.1診療所

計 362 281 643 138 21.5

合 計 371 295 666 132 -
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３ 地域医療体制

（１）救急医療対策

ア 一次救急医療体制の充実

一次救急医療体制としては、伊勢市休日夜間応急診療所、鳥羽市休日夜間応急診療所

及び一部の診療科において在宅当番医制で対応しています。

志摩市においても志摩医師会の協力のもと、平成２０年１０月１日から三重県志摩庁

舎に志摩市休日夜間応急診療所が開設されています。

南伊勢町において共同で２４時間体制の一次救急を担っている町立南伊勢病院、南島

メディカルセンターは、深刻な医師・看護師不足から救急医療の受入れ体制維持が大変

厳しい状況下にあります。

町立南伊勢病院では、苦肉の策として町立の地域診療所を休止し医師を町立南伊勢病

院に集約する体制や入院患者の受け入れを制限する措置をとらざるを得ない状況となっ

ています。

一方、三重県厚生農業協同組合連合会南島病院が再編され、新たに平成２０年１１月

１日から三重県厚生農業協同組合連合会南島メディカルセンターとして新たに発足しま

したが、耐震性や津波被害の問題、医師・看護師等の不足などから診療科目の縮小・休

診等、救急体制を組む上でも危機的状態にありました。しかし同センターは、過疎化・

高齢化が顕著な旧南島町地区でも唯一の拠点応急診療所（救急告示診療所）として、今

後も体制確保が重要なことから、耐震化や医療設備充実、医療機関・老人保健施設・在

宅介護支援事業所の一体化による救急医療から在宅福祉支援の地域の中核拠点を目指し

て、新たに南伊勢町が中心となって公設民営による「南島メディカルセンター」として

平成２４年３月1日に新築移転しました。

イ 二次救急医療体制の充実

伊勢地域では伊勢赤十字病院、市立伊勢総合病院の２病院が輪番制により対応してい

ます。

また、志摩地域では県立志摩病院１施設で重症患者に対応しています。

ウ 三次救急医療体制の充実

昭和６０年３月３０日、三重県で初となる救命救急センターが現伊勢赤十字病院の

前身の山田赤十字病院に設置されました。同病院は、三重県南部唯一の「三次救急医療

機関」、「地域医療支援病院」及び「へき地医療拠点病院」等の県南部の基幹病院とし

て高度救急医療や耐震化等への対応能力を高めるため、平成２４年１月１日に新築移転

し「伊勢赤十字病院」としてスタートしました。

また平成２４年２月１日から運用開始された「三重県ドクターヘリ」の基地病院とし

て、三重大学医学部附属病院とともに伊勢赤十字病院が指定され、２か月毎に三重大学

医学部付属病院と伊勢赤十字病院の間で交互に運航分担されています。過疎地の地域医

療の担い手不足等が深刻化するなかで、今後、県内遠隔地や専門医師診断等が必要な重

篤な傷病者の救急医療体制への対応力強化が期待されています。

また大規模な地震・津波被害が予想される三重県南部地域における「災害拠点病院」

及び「ＤＭＡＴ指定医療機関」としての機能向上も期待されています。
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（２）志摩地域の医療体制

志摩地域の医療提供体制については、二次救急医療機関である県立志摩病院のほか、平成

１６年１０月に志摩５町が合併し志摩市が誕生したのち、志摩市立病院（前島病院と大王病

院）の中核病院としての機能強化と機能分担を図るため、平成２０年４月に両病院を再編し、

大王病院を国民健康保険志摩市民病院とし入院や救急医療等の機能を強化を図る一方、前島

病院は無床の市立前島診療所となりました。

また、この地域の二次救急拠点である県立志摩病院の外来棟の整備については平成１８年

に着工し平成１９年９月に完了しましたが、内科系の救急外来については急激な医師数の減

少から、平成２１年３月から３６５日２４時間の救急体制を段階的に縮小し、平成２２年７

月からは２週間に１回の金・土曜日に、また外科系の救急外来についても火・水曜日を除く

週５日体制に縮小せざるを得ない状況となりました。

県では県立病院改革の一環として県立志摩病院の立て直しのため、平成２２年１１月１日、

公益財団法人地域医療振興協会を指定管理者に選定し、平成２４年４月から指定管理者によ

る運営のもと、救急医療の体制強化や夜間、休日等の対応能力の向上を目指し体制整備を図

っているところです。

（３）三地域メディカルコントロール協議会

目的：病院前救護において、医学的観点から救急救命士を含む救急隊員が行う応急処置等

の質の向上や、三重県傷病者の搬送及び受入れの実施基準の運用体制について地域

の実情に即した体制の整備を確保する。

ア 関係機関

・伊勢地区医師会 ・志摩医師会

・伊勢赤十字病院 ・市立伊勢総合病院 ・県立志摩病院

・伊勢市消防本部 ・鳥羽市消防本部 ・志摩広域消防組合消防本部

イ 検証医師 １０名（上記２医師会３病院の医師）

ウ 会議等開催状況

・協議会 １回

日時： 平成２４年２月１７日（金）三地域救急医療連絡協議会終了後

会場：伊勢地区医師会館２階「講堂」

議題：平成２３年度における救急、事後検証、及救急救命士再教育の状況

ガイドライン２０１０を受けての「三重県病院前救護プロトコル」等の

改定等に伴う新「三地域病院前救護プロトコル」策定部会」の設置につい

て

・新「三地域病院前救護プロトコル」策定部会」 １回

日時：平成２４年２月１７日（金）三地域救急医療連絡協議会終了後

会場：伊勢地区医師会館２階「講堂」

議題：平成２３年度における救急、事後検証、及救急救命士再教育の状況

・事後検証会 １２回

毎月１回開催（日時：第４木曜日１９時～、場所：三重県伊勢庁舎第３会議室）

事後検証会検証症例６１９件 内訳①心肺停止状態症例267件

②脳卒中病院目救護プロトコル302件

③重症外傷病院前救護50件


